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瀬
戸
ロ
漢
谷
の
冬
景
色
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中
里
村
議
会
構
成
決
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
に
上
村
賢
造
氏

　
新
議
興
に
よ
る
最
初
の
議
会
で
あ

る
第
二
回
臨
時
会
が
去
る
十
一
貝
、

十
二
H
に
招
集
さ
煮
、
席
L
、
議
長

、
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
長
及

び
副
委
員
長
の
互
選
、
常
任
委
員
の

指
名
が
行
な
わ
れ
、
村
議
ム
。
頭
構
成
員

が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

◎
議
長
　
　
L
村
賢
造

◎
副
議
長
　
小
林
豊
政

◎
総
務
文
教
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
員
委
員

委
員
，

広
田
寛
五
口

広
田
謙
治

吉
楽
実
太
郎

上
原
国
一

上
村
賢
造

◎
農
業
経
済
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
高
橋
忠
雄

　
　
副
委
員
長
　
山
本
茂
穂

♂
う
多
｝
～
｝

　
　
　
議
ロ
貝
研
修

　
去
る
十
一
月
、
下
、
五
日
一
柏
崎
市

市
民
会
館
に
お
い
て
上
、
中
越
四
四

町
村
の
議
会
議
員
研
修
会
が
開
か
れ

た
。
当
H
は
大
島
芳
信
議
員
、
小
林

豊
政
議
員
、
L
原
国
一
議
員
、
山
田

虎
一
議
員
を
除
く
十
四
名
が
参
加
、

県
地
方
課
長
綱
干
道
雄
氏
、
元
N
H

K
解
説
委
員
長
平
野
宗
義
氏
を
講
師

に
迎
え
、
　
「
当
面
の
地
方
自
治
に
つ

い
て
」
　
「
最
近
の
内
外
の
政
治
情
勢

に
つ
い
て
」
の
研
修
を
行
っ
た
。

へ
き
地
救
急
協
力

の
家
設
置

　
今
年
も
救
急
薬
品
を
下
記
の
所
に

設
置
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
御
利
用

下
さ
い
。
主
な
薬
は
感
冒
剤
、
歯
痛

頭
痛
、
鎮
痛
剤
、
胃
腸
薬
、
貼
布
剤

な
ど
で
す
。

設
置
場
所
と
対
象
部
落
は
下
表
の
通

り
で
す
。

△
π
開
か
る

又
、
十
二
月
二
日
に
は
津
南
町
芦
ケ

崎
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
御
陣
荘
で

初
当
選
町
村
議
会
議
員
の
研
修
会
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
新
潟
県
町
村

議
会
議
長
会
事
務
局
長
の
田
村
秀
夫

氏
の
解
説
で
「
議
会
の
組
織
と
議
員
」

「
会
議
原
則
」
　
「
議
会
と
長
と
の
関

係
」
　
「
議
会
の
権
限
」
　
「
議
会
の
運

営
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
た
。

当
日
は
中
島
迫
治
議
員
を
除
く
新
、

元
議
員
十
一
名
が
参
加
。

O
設
置
場
所

対
称
部
落
．

東
田
沢
村
山
し
づ
な

東
田
沢

　
　
豊
里

角
間鈴木
国
康

角
間
西
方

　
　
西
田
尻

小
出
山
本
敏
夫

小
出
　
　
葎
沢

土
倉
小
林
謙
造

土
倉
　
　
倉
下

田
代
滝
沢
営
春

田
駅
粍

清
田
山

　
　
委
員
　
　
山
岸
巳
之
政

　
　
委
員
　
　
山
田
虎
一

　
　
委
員
　
　
小
林
豊
政

◎
社
会
厚
生
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
員
委
員

◎
建
設
委
員
会

　
　
委
員
長

　
　
副
委
員
長

　
　
委
員

　
　
委
員

吉
楽
富
徳

村
山
善
作

中
島
迫
治

山
田
章
次

（
監
査
委
員
）

南
雲
宗
司

斎
喜
文
平

大
島
芳
信

服
部
安
二
郎

　
（
以
上
敬
称
略
）

　
関
連
記
事
二
面

村
民
娯
楽
大
A
π

ー
1
月
2
5
日
に
総
合

　
　
　
セ
、
ノ
タ
ー
で
ー

　
恒
例
の
村
民
娯
楽
大
会
を
次
の
要

領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◎
日
時
、
昭
和
51
年
1
月
2
5
日

　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

◎
種
目
　
囲
碁
、
麻
雀
、
将
棋

　
　
　
　
か
る
た
。

◎
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
参
加
費
　
七
〇
〇
円

◎
申
し
込
み
　
一
月
二
十
日
ま
で
に

　
　
　
　
公
民
館
（
電
二
四
九
三
）

但
し
参
加
者
の
少
い
種
目
は
中
止

さ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
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退
任
の
こ
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
前
村
議
会
議
長

　
去
る
十
一
月
十
九
日
議
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
議
会
議
長
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
在
任
中
は
皆
様
の
公
私

に
わ
た
る
格
別
な
御
支
援
と
御
協
力

　
　
　
　
高
橋
能
…
蔵

に
よ
り
、
任
期
を
無
事
過
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
事
は
感
謝
に
堪
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
で
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
租
四
十
二
年
末
の
就
任
以
来
、

高
橋
村
．
長
、
藤
田
村
長
、
そ
し
て
又

高
橋
村
長
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

が
、
個
人
的
に
は
全
く
疎
遠
が
ち
に

て
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
村
長
と
し
て
の
御
両
名

に
対
し
て
は
私
な
り
に
出
来
得
る
限

議
長
就
任
の
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
賢
造

　
去
る
十
一
月
二
十
二
日
の
中
里
村

議
会
第
二
回
臨
時
会
に
於
い
て
議
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
謹
ん
で

村
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

実
は
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
日

の
議
会
で
議
長
に
新
任
さ
れ
、
そ
の

後
ニ
ケ
年
間
議
長
の
重
責
を
に
な
い
、

各
位
の
絶
大
な
御
支
援
を
頂
き
ま

し
た
が
、
四
十
八
年
十
二
月
の
議
会

で
、
或
る
事
情
の
為
に
辞
任
し
て
本

日
に
至
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
し
て
、

今
回
更
め
て
議
長
の
要
職
を
拝
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

に
恐
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
て
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
指
導

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
秋
行
わ
れ
た
村
議
選
は
皆
様
御

案
内
の
通
り
、
村
は
じ
ま
っ
て
以
来

　
　
　
　
　
　
　
ズ

の
激
戦
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
村
民

皆
様
の
関
心
も
深
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
多
数
皆
様
の

御
支
援
を
戴
い
て
当
選
さ
れ
ま
し
た

方
々
は
い
ず
れ
も
優
秀
な
議
員
で
あ

り
、
村
の
将
来
を
背
負
う
に
足
る
人

々
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
新
人
十
名
の
誕
生
を
み
た
こ
と

は
新
旧
交
換
の
時
代
相
を
反
映
し
た

と
は
い
え
、
我
が
中
里
村
に
と
っ
て

ま
こ
と
に
力
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
十
名
の
方
々
が
「
新
生
ク
ラ
ブ
」

を
結
成
さ
れ
、
過
去
の
紛
糾
の
絆

を
断
ち
、
融
和
の
精
神
を
も
っ
て
是

は
是
、
非
は
非
と
し
て
新
生
中
里
村

発
展
の
た
め
に
共
に
励
み
、
共
に
携

り
の
卸
協
力
を
申
し
上
げ
た
つ
も
り

な
の
で
、
退
仕
の
今
日
其
点
勝
手
な

満
足
を
し
て
居
る
も
わ
で
あ
り
ま
ず
。

　
在
任
中
御
一
諸
の
議
員
各
位
に
は

常
に
村
政
の
為
に
は
小
異
を
捨
て
、

村
発
展
に
心
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
証
は
、
当
局

で
提
案
さ
れ
た
議
題
に
対
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
満
場
一
致
に
て
決
定
が
な

さ
れ
て
い
る
事
で
あ
り
ま
し
く
常

に
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
、
改
め
て

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

申
す
迄
も
な
く
、
今
や
村
内
外
共
に

多
端
を
極
め
て
い
る
時
で
あ
り
ま
す
。

え
て
進
む
と
の
こ
と
を
共
々
御
同
慶

の
至
り
に
存
じ
ま
す
。

　
我
が
中
里
村
は
十
日
町
市
、
津
南

町
の
間
に
互
し
て
人
口
僅
か
七
千
余

の
小
さ
な
農
山
村
で
あ
り
、
沢
山
の

問
題
を
抱
え
て
は
お
，
り
ま
す
が
、
将

来
は
活
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

国
道
三
五
三
号
線
の
開
通
に
し
ま
し

て
も
そ
れ
は
最
早
時
間
の
問
題
で
あ

り
、
開
通
の
あ
か
つ
き
に
は
交
通
の

便
益
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
観
光
を

は
じ
め
と
し
、
農
業
に
し
て
も
、
商

工
業
に
し
て
も
愈
々
発
展
す
る
こ
と

と
田
心
い
ま
す
。

私
達
議
会
人
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
議
会
制
民
主
主
義
を
守
り
、

村
当
局
と
提
携
し
て
明
る
い
豊
か

な
村
づ
く
り
の
た
め
に
刻
苦
勉
励
、

民
主
向
上
の
た
め
に
努
力
し
た
い
と

覚
悟
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
皆

様
の
絶
大
な
御
指
導
と
御
鞭
燵
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

先
般
御
当
選
な
さ
れ
た
議
員
諸
公
に

は
り
っ
ぱ
な
議
会
構
成
む
で
き
た
事

で
あ
り
愈
々
村
発
展
の
た
め
に
特
段

の
御
精
進
を
切
に
お
願
い
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
皆
様
の
御
厚
情
に
感
謝
致
し
乍
ら

議
会
の
席
は
退
き
ま
し
た
が
、
現
在
．

な
お
自
分
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
村
農

業
委
員
会
の
会
長
と
し
て
の
重
責
を

村
に
対
す
る
最
後
の
御
奉
公
と
し
て

努
力
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
よ
り
の
重
ね
て
の
御
鞭
燵
と
御

支
援
を
更
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

御
世
話
に
な
り
ま
し
た
村
当
局
を
始

め
、
皆
々
様
の
御
健
勝
、
御
多
幸
と

中
里
村
の
平
和
と
発
展
を
祈
念
致
し

ま
し
て
退
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
標
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
選
作
品
き
ま
る

　
中
里
村
青
少
年
問
題
協
議
会
が
、

昭
和
五
十
一
年
「
明
る
い
家
庭
づ
く

り
」
の
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

村
内
五
つ
の
小
、
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
か
ら
二
八
五
点
に
の
ぼ
る
多
く

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
、
同
協

議
会
と
関
係
学
校
貞
機
関
と
が
合
同

で
、
去
る
十
一
月
二
十
一
日
に
選
考

会
を
開
い
た
結
果
次
の
作
品
が
入
選

と
ぎ
ま
り
ま
し
た
。

◎
特
選

　
　
　
田
沢
小
五
年
広
田
　
達
巳

・
認
め
あ
い
励
ま
し
合
っ
て
良
い
家

庭
。

　
　
　
田
沢
小
六
年
井
ノ
川
則
子

・
し
あ
わ
せ
を
明
日
に
つ
な
ぐ
家
庭

　
の
日
。

　
　
　
田
沢
中
三
年
　
山
田
　
　
実

・
信
じ
あ
う
親
子
の
き
ず
な
は
対
話

　
　
か
ら
。

◎
入
選

　
　
　
田
沢
小
四
年
中
島
　
和
美

・
あ
り
が
と
う
ご
め
ん
な
さ
い
気
楽

に
い
え
る
仲
よ
し
家
庭
。

　
　
田
沢
小
五
年
吉
楽
サ
ユ
リ

・
お
ば
あ
さ
ん
長
生
き
し
て
ネ
肩
た

た
き
。

　
　
田
沢
小
六
年
　
井
之
川
　
豊

・
か
あ
さ
ん
の
笑
顔
が
ぼ
く
の
エ
ネ

ル
ギ
；
。

　
　
田
沢
小
六
年
　
保
坂
恵
美
子

・
た
の
し
さ
と
き
ま
り
を
っ
く
る
家

庭
の
日
。

　
　
貝
野
小
四
年
　
羽
鳥
　
隆
幸

・
「
あ
り
ガ
と
う
」
感
謝
の
き
も
ち

で
楽
し
い
わ
が
家
。

　
　
貝
野
小
五
年
古
沢
　
　
修

・
家
庭
の
花
だ
ん
に
笑
い
の
種
を
。

　
　
倉
俣
中
二
年
鈴
木
克
巳

・
帰
り
道
今
日
も
我
が
家
の
灯
が
う

れ
し
。

　
　
田
沢
中
一
年
広
田
美
由
紀

・
家
庭
の
日
親
子
で
競
う
腕
角
力
。

　
　
田
沢
中
二
年
井
ノ
川
隆
弘

・
母
さ
ん
の
手
造
り
が
生
む
家
庭
の

和
。

　
　
倉
俣
小
五
年
　
鈴
木
美
恵
子

・
茶
の
間
か
ら
ひ
ろ
が
る
笑
顔
は
家

庭
の
日
。

　
　
田
沢
小
三
年
　
滝
沢
　
恵
子

・
思
い
や
る
心
が
つ
く
る
明
る
い
家

庭
。
◎
佳
作

　
　
田
沢
小
二
年
井
之
川
万
樹

・
家
庭
の
日
家
庭
で
す
ご
す
た
の
し

い
時
間
。

子
ど
も
の
歯
と
食
生
活
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
な
歯
を
つ
く
る

1
む
し
歯
の
原
因
と

　
　
予
防
の
条
件

　
心
身
の
正
常
な
発
達
と
健
康
に
深

い
関
係
の
あ
る
歯
を
、
健
康
な
も
の

に
す
る
に
は
、
ま
ず
、
虫
歯
に
か
か

ら
な
い
こ
と
で
す
。
虫
歯
は
、
他
の

病
気
や
け
が
と
は
違
っ
て
、
一
度
か

か
る
と
徐
々
に
歯
の
内
部
へ
向
っ
て

穴
を
ひ
ろ
容
て
い
き
、
自
然
に
治
る

こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
求
め
ら
れ
る

の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
大
事
な
の
は

予
防
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

◎
虫
歯
の
原
因

　
虫
歯
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
と
い
う
連

鎖
球
菌
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
る
病

気
で
す
。
こ
の
菌
は
、
口
の
中
に
い

つ
も
存
在
し
て
い
て
、
食
物
中
の
砂

糖
を
栄
養
に
繁
殖
し
ま
す
。
こ
の
虫

一
歯
の
原
因
菌
は
糖
分
が
あ
る
と
、
不

　
　
　
田
沢
小
六
年
城
田
　
郁
子

　
・
家
庭
の
日
父
と
母
が
議
長
さ
ん
。

　
　
田
沢
小
六
年
井
ノ
川
ア
ケ
、
、
・

　
・
と
う
さ
ん
も
今
日
は
休
む
ぞ
家
庭

　
の
日
。

　
　
　
貝
野
小
六
年
中
島
富
美
子

　
・
悩
み
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
話
せ
る

　
だ
ん
ら
ん
家
族
。

　
　
　
倉
俣
中
一
年
高
橋
　
陽
一

　
・
い
つ
も
家
庭
を
笑
顔
で
つ
つ
む
父

　
と
母
。

　
　
　
田
沢
中
三
年
　
保
坂
久
美
子

　
・
月
一
度
楽
し
み
に
待
つ
家
庭
の
日

　
　
　
倉
俣
小
一
年
　
鈴
木
　
弘
夫

　
・
い
つ
も
に
こ
に
こ
ぼ
く
の
い
え
元

　
気
な
声
が
ぼ
く
の
こ
え
。

　
　
　
田
沢
小
六
年
樋
口
八
重
子

　
・
何
で
も
話
し
何
で
も
解
決
わ
が
家

　
　
の
日
課
。

　
　
　
倉
俣
小
五
年
　
鈴
木
　
尚
子

　
・
食
事
ど
き
み
ん
な
で
話
そ
う
今
日

　
　
の
で
き
ヂ
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
デ
キ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
と
い
う
多
糖
類

　
　
　
　
　
　
　
を
つ
く
り
、
こ
れ

が
歯
の
表
面
に
歯
垢
（
い
わ
ゆ
る
ハ
、

　
ク
ソ
V
を
附
着
さ
せ
ま
す
。
こ
の
歯
垢

　
中
に
で
き
た
酸
に
よ
っ
て
、
次
第
μ
歯

　
が
浸
蝕
さ
れ
、
虫
歯
に
な
る
と
い
わ
れ

　
て
い
ま
す
が
、
そ
の
細
か
い
メ
ヵ
ニ
ズ

　
ヘ
に
つ
い
て
、
ま
だ
幾
つ
か
の
説
が

　
あ
り
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◎
虫
歯
の
予
防

　
　
そ
こ
で
、
虫
歯
を
防
ぐ
に
は
、
ミ

　
　
　
　
　
（
三
面
上
段
へ
つ
づ
く
）

）
　
　
　
　
　
溶
性
、
粘
着
性
の

人
の
一
口
呂
矢

を
“i■』』
一一
一口
》
つ
な

か
れ

己
れ
の
長
夫
言
う
な
か

れ

昭和50月12月15日とさかな　日可
27
認
月
物
6
便
年
郵
37
種
和
三
昭
第（3）第233号

　
　
　
（
二
面
下
段
か
ら
つ
づ
く
）

ユ
ー
タ
ン
ス
な
ど
の
細
菌
を
近
づ
け

な
い
の
が
基
本
で
す
が
、
，
こ
れ
は
、

ふ
だ
ん
だ
れ
の
口
の
中
に
も
住
ん
で

い
る
の
で
、
ま
ず
不
可
能
。
ミ
ュ
、
ー

タ
ン
ス
菌
が
繁
殖
し
に
く
い
よ
う
に

す
る
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
第
一
に
、
こ
の
菌
が
好
む
砂
糖

分
を
制
限
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が

人
問
の
食
事
の
中
で
一
番
多
量
に

摂
ら
れ
て
い
る
の
が
糖
質
で
あ
り
、

　
今
冬
の
村
内
主
要
道
路
の
除
（
圧
）

雪
計
画
が
図
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た

関
係
機
関
で
は
除
雪
作
業
の
能
率
化

と
安
全
の
た
め
、
住
民
の
皆
様
に
次

の
点
に
つ
い
て
御
協
力
を
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

除雪作業に御協力を

◎
各
戸
の
入
口
が

除
雪
作
業
で
ふ

さ
が
れ
る
場
ム
・

が
あ
ヴ
ま
す
が

御
迷
惑
で
も
各

　
戸
に
お
い
て
手

　
直
し
下
さ
る
よ

　
・
つ
お
願
い
い
た

　
し
ま
す
。

◎
屋
根
の
雪
お
ろ

　
し
は
積
重
ね
整

　
理
を
お
願
い
し

　
ま
す
。
そ
の
場

　
盆
道
路
中
央
の
車
輔
路
線
を
か
な

　
ら
ず
確
保
し
て
下
さ
い
。

◎
除
雪
作
業
中
は
危
険
が
あ
り
ま
す

　
か
ら
機
械
に
接
近
し
な
い
よ
う
に

　
御
注
意
ド
さ
い
。
持
に
子
供
さ
ん

　
は
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
皆
様

　
の
監
視
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

又
、
あ
ま
り
に
き
び
し
い
甘
い
も
の

制
限
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
性
格
形

成
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
太
り
過
ぎ
や
虫
歯

を
懸
念
す
る
あ
ま
り
、
全
く
砂
糖
を

摂
ら
な
い
の
は
か
え
っ
て
、
子
ど
も

の
心
身
の
健
全
な
発
育
の
た
め
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
二
に
砂
糖
分
や
食
ベ
カ
ス
が
歯

の
周
囲
に
長
時
間
附
着
し
て
歯
垢
と

な
り
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
に
栄
養
分

を
与
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

飲
食
後
、
口
を
す
す
ぎ
、
歯
を
清

潔
に
す
る
こ
と
で
す
。
虫
歯
予
防
の

第
一
二
は
、
よ
い
歯
質
づ
く
り
。
じ
ょ

う
ぶ
な
歯
質
と
抵
抗
力
を
つ
く
る
事

で
す
。
歯
質
に
よ
っ
て
虫
歯
菌
に
侵

さ
れ
や
す
か
っ
た
り
、
な
か
な
か
虫

歯
に
な
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

れ
は
歯
の
も
と
が
で
き
る
時
の
栄
養

に
左
右
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
条
件
の
大
前
提
と
し
て
、
抵
抗
力

の
あ
る
か
ら
だ
づ
く
り
が
あ
る
事
は
一

今
更
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
虫
歯
予
防
と
食
生
活

　
こ
の
よ
う
な
虫
歯
予
防
の
三
つ
の

条
件
の
う
ち
、
砂
糖
分
を
制
限
す
る

良
い
歯
質
を
つ
く
る
、
こ
の
二
つ

ま
で
が
食
生
活
に
関
係
す
る
事
柄
で

す
。
歯
の
清
掃
と
い
う
の
は
、
誰
も

が
知
っ
て
い
ま
す
が
、
食
生
活
の
ほ

う
は
見
落
し
が
ち
で
す
か
ら
、
改
め

て
、
歯
の
た
め
に
見
直
し
て
下
さ
い

1
国
民
年
金
ー

〃
㈹
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
“
“

　
　
　
特
例
納
付
期
限
（
今
年
中
）
ま
で
あ
と
わ
ず
か

国
民
年
金
で
は
、
受
給
資
格
期
間

と
い
っ
て
一
定
期
間
以
上
の
保
険
料

を
納
め
な
い
と
老
令
年
金
を
受
け
る

事
が
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
料
の
未
納

期
問
が
あ
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は

年
金
の
受
給
権
に
結
び
つ
か
ず
、
資

追
納
保
険
料
は
十
年
以
内
に
！

国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
方
は
必
ず
現
在
か
ら
か
ぞ
え
て

◎
夜
間
除
雪
、
対
象

路
線
に
自
動
車
を

　
駐
車
及
び
放
置
し

な
い
で
下
さ
い
。

　
待
避
所
に
駐
車
し

　
な
い
よ
う
御
協
力

願
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
作
業
上
い

　
ろ
い
ろ
皆
様
の
御

　
協
力
を
要
す
る
こ

　
と
が
多
々
あ
り
ま

　
す
が
、
よ
ろ
し
く

　
応
援
下
さ
る
よ
う

　
お
願
い
い
た
し
ま

　
す
。

◎
除
雪
に
つ
い
て
の

　
御
注
意
御
希
望
は

　
左
記
に
御
連
絡
下

　
さ
い
。

　
　
＋
日
町
土
木

　
　
　
　
　
事
務
所

　
嘱
話

　
＋
日
町
君
毛
二

　
　
中
里
村
役
場

　
　
　
　
　
建
設
課

　
電
話
量
二

私蝋

、

堺

》喰
　●　■■除雪
　　　　Eヨ圧雪

　　　　E二］除雪（一部圧雪）

＋
年
以
内
に
納
入

し
て
下
さ
い
。

来
年
、
さ
来
年
と

延
ば
し
ま
す
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
忘
れ
て
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

現
在
、
窓
口
に
来
ら
れ
ず
す
で
に
時

効
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
ガ
ッ
カ
リ
さ

れ
て
い
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

こ
の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う
、
早
め

に
納
入
し
て
皆
と
同
じ
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

㍉
ー
！
ー
，
－
誘
葺
，
i
！
も
、
う
ヨ
～
“
ヤ

　　｝　　昂　　”　賭
　辱　　－一一

穂
曽

飛

千恭

　
　
　
蔓

箋
瞬

伽

除雪計画図

量
籠

乳
－
建

慧工
！

思
懐

あ
畑
雛
㍉
、
、

　
　
　
ー
ー
　
黛
　
　
む

回
受
権
等

ヤ
　
　
峙
例
納
付
の
期
限
冨
＋
二
琶
禾
日
で
す

年
金
の
請
求
は
あ
な
た
の
手
で
！

　
六
十
五
才
の
誕

生
日
を
迎
え
た
ら

す
ぐ
請
求
の
手
続

を
し
て
、
ト
さ
い
。

年
金
は
、
．
一
、
六
、

九
、
七
あ
各
月

に
一
。
一
ケ
月
分
（
通

算
老
令
年
金
は
六

ヒ
E

十
二
の
各
月
六
ケ
月
分
）
あ
な
た
が

指
定
さ
れ
た
銀
行
又
は
郵
便
局
で
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

郵
便
局
で
す
と
あ
な
た
に
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知
菩

と
年
金
証
書
、
印
鑑
を
持
っ
て
受
け

と
り
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

繰
り
上
げ
　
　
　
器
の
支
給
開

請
求
は
そ
ん
〃
”
始
糠
則
結
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ー
．
九
才
力
ら
で

　
　
　
　
　
　
格
を
失
い
か
け
て

　
　
　
　
　
　
い
る
人
が
ま
だ
ま

　
　
　
　
　
　
だ
お
り
ま
す
。
こ

　
　
　
　
　
　
の
機
会
に
必
ず
納

入
し
、
老
後
の
生
活
を
保
障
し
て
お

き
ま
し
ょ
・
つ
。

　
保
険
料
ー
一
ケ
月
九
百
円
。

す
力
　
希
望
に
よ
う
て
六
十
才
力
ら

繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
、
次
に
示
す
通
り
生

涯
減
額
さ
れ
た
ま
ま
の
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
す
る
時
の
年
金
と

支
給
さ
れ
る
率
。

60
才
以
上
a
才
未
満
ー
5
8
％

61
才
以
上
62
才
未
満
ー
65
％

62
才
以
上
63
才
未
満
1
72
％

63
才
以
上
6
4
才
未
満
1
80
％

64
才
以
上
6
5
才
未
満
1
89
％

　
　
険
料
は
月

　
　
一
、
四
〇
〇
円
に

　
　
　
　
前
納
は
四
月
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
．
互
卜
、
年

四
月
か
ら
現
在
の
月
額
一
、
．

〇
〇

円
が
一
、
四
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

又
、
保
険
料
の
前
納
が
で
き
る
の
は

四
月
の
月
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
四
月
に
発
送
さ
れ
る
納
付
詐
は
善

通
納
付
と
前
納
々
付
が
で
き
る
し
く

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尚
、
一
年
分

の
保
険
料
前
納
に
は
．
互
・
。
症
％
割
り

引
き
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
　
寄
　
　
　
附

　
新
屋
敷
の
羽
鳥
与
．
互
郎
さ
ん
よ
り

香
典
返
し
と
し
て
金
．
．
乃
円
が
村
社

へ
。
ハ
福
祉
協
薦
バ
ヘ
。


